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２学年「インターンシップ」が行われました！
２学年では，１０月２５日～２７日に，企業等での就業体験を通じて，望ましい勤労観や職業観を身につけるため

にインターンシップを実施しました。

生徒たちは，自分の進路希望や適性，興味・関心などに応じて，つくば市や土浦市内等の各事業所に３日間通い，

様々な就業体験を行いました。今回のインターンシップはキャリア教育の一環として実施しましたが，自分がどのよ

うな業種や職種を目指すのかについて考える上でも，大変有意義であったと思います。

インターンシップにご協力いただいた実施事業所数は３４でした。ご協力いただいた各事業所等のみなさま，どう

もありがとうございました。

２学年 修学旅行に向けた平和学習－朗読劇－
２学年では，１１月１４日に１２月の沖縄修学旅行に向けた事前の平和学習の一環として，広島･長崎の被爆者の

体験をもとにした朗読劇を鑑賞しました。朗読劇は，つくば市内を中心に活動を続けている「サラダの会」をお招き

して行われました。母親と子の視点による物語で，原爆直後の様子，家族を思う気持ち，戦争の悲惨さや恐ろしさが，

ギターやフルートの演奏と写真の映像に合わせて読み上げられました。

生徒たちの書いたレポートでは「親と子供の話を聞いていると悲しくなって，今の自分はとても幸せ者だと思いま

した。このことを次の世代へと引き継いでいくことが大切なのだと改めて思いました。」「朗読から伝わってくる悲し

み，辛さ，そして恐怖など，まるでその時，自分が味わったかのような気持ちになり，その当時の人たちの気持ちを

全てとは言いませんが，感じることができました。」「私が知っていること以上に衝撃的なことばかりで，今の普段の

生活からは考えられないことばかりで，ショックを受けました。もっとたくさんの人に知ってもらいたいと感じまし

た。」など感想が寄せられました。

生徒たちの心に響く，修学旅行に向けた平和学習となりました。

１学年「ボランティア活動」が行われました！
１学年では，１０月２７日の午前９時３０分から午後３時まで，学校内外でボランティア活動を行いました。今回

のボランティア活動は，ボランティアの意義を再認識するとともに，地域社会へ積極的にかかわることによって自己

有用感を育成することなどを目的として実施されました。また，地域社会で行うグループ単位での体験学習というこ

とでは，２学年で履修する「つくばね学」との関連も深く，その意味でも大変重要な行事であったと思います。

ボランティア活動は，学年全体を７つの班に分け，外部団体の協力を得て，以下の内容で行われました。

１班 森林の整備 （環境保全ボランティアグループ「ふれあい筑波」） つくば市山口地区民有林，竹林の除伐

２班 宍塚環境保全活動 （認定ＮＰＯ法人宍塚の自然と歴史の会） 池の調査，外来生物の捕獲 等

３班 つくば市内環境美化ボランティア （つくば市役所環境保全課） つくば市内のゴミ拾い  

４班 土浦土木事務所関連のボランティア （土浦土木事務所） りんりんロードのごみ拾いや除草作業

５班 りんりんロードのごみ拾い 学校起点で岩瀬方面 片道１０キロ程度 学校に戻ってから分別    

６班 りんりんロードのごみ拾い 学校起点で土浦方面 片道１０キロ程度 学校に戻ってから分別

７班 学校周辺の環境整備 ・プランターへの苗植え付け     （外部団体につきましては順不同･敬称略）

当日は天候にも恵まれ，生徒たちは，日頃経験できない様々な作業を，時には大声で笑い，時には真剣に，お互い

に協力しながら行いました。生徒たちとって，とても思い出に残る充実した一日となったと思います。

２学年「バス見学会」が行われました！
２学年では，１１月２日に，キャリア教育の一

環として大学や専門学校を見学するバス見学会を

実施しました。生徒たちは，自分の進路希望に応

じて，見学先の大学や専門学校において様々な分

野の施設見学や体験授業を行いました。

２年生は，来年には３年生に進級し，高校卒業

後の進路を選択する時期となります。今回のバス

見学会が，進路選択の参考になればと考えていま

す。


